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組織の一員としてお客様に安心安全な技術を提供し、設計労務単価を守りましょう。
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　	 秋田県けんせつぎのうしゃ	 令和６年１月１日（1）	



令和５年10月１日より、建築物の解体に係る右綿（アスベスト）の事前調査が義務化
県の住宅リフォーム推進事業の補助対象工事に事前調査費も算入可能になりました。

　

会
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
非
常
に
災
害
の
多
い
年
と
な
り
ま

し
た
。
異
常
に
暑
い
日
が
続
い
た
と
思
え
ば
、

雨
が
と
て
つ
も
な
く
降
る
な
ど
、
七
月
の
記

録
的
大
雨
で
は
、
河
川
が
あ
ふ
れ
秋
田
市
中

心
部
で
は
内
水
氾
濫
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
類

を
見
な
い
よ
う
な
件
数
の
床
上
、
床
下
浸
水

被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
県
連
合
会
と

し
て
災
害
復
旧
に
貢
献
出
来
れ
ば
と
の
思
い

か
ら
、
す
ぐ
に
秋
田
県
と
の
災
害
協
定
に
基

づ
い
た
手
続
き
を
行
い
、
秋
田
県
に
よ
る
対

応
窓
口
の
秋
田
市
と
の
打
合
せ
を
昨
年
十
一

月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
結
局
打
合

せ
な
ど
が
出
来
ず
、
県
連
合
会
と
し
て
の
手

助
け
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
非
常
に
残
念

に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
仕
事
の
忙
し
さ
か
ら
年
末

に
か
け
て
、
交
通
事
故
が
特
に
目
立
ち
ま
し

た
。
現
場
に
お
け
る
労
働
災
害
に
お
い
て
も

一
人
一
人
が
注
意
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
宅
業
界
に
お
い
て
は
、
昨
年
は
住
ま
い

の
省
エ
ネ
性
能
ア
ッ
プ
に
向
け
大
き
く
前

進
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
二
五
年

か
ら
は
全
て
の
新
築
住
宅
に
対
し
て
、
省
エ

ネ
基
準
適
合
義
務
化
が
正
式
に
決
定
し
、
今

後
は
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
が
Ｚ
Ｅ
Ｈ
基
準
に

引
き
上
が
る
こ
と
に
も
注
目
し
つ
つ
、
私
達

も
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
建
築
物
の
省
エ
ネ

性
能
向
上
を
図
る
対
策
を
整
え
、
省
エ
ネ
基

準
適
合
義
務
化
に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
県
連
合
会
の
活
動
と
し
て
は
九
月

二
十
四
日
に
全
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
大
会
に
比
べ
れ

ば
参
加
人
数
も
少
し
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま

し
た
が
、
青
年
対
策
部
会
及
び
厚
生
部
会
と

の
共
催
で
の
企
画
は
、
昨
年
コ
ロ
ナ
禍
で
実

施
し
た
際
の
感
染
対
策
へ
の
配
慮
が
大
変
い

か
さ
れ
て
お
り
、
大
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
営

さ
れ
た
有
意
義
な
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　

十
月
二
日
に
は
秋
田
県
議
会
議
員
技
能
議

員
連
盟
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
役
員
改

選
で
新
た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
柴
田
正
敏
会

長
他
県
議
会
議
員
技
能
議
員
三
十
四
名
よ
り

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
事
業
の
継
続
や
、
七
月
の
大
雨
被
害
で
対

応
し
た
会
員
工
務
店
の
現
場
で
苦
労
し
て
い

る
お
話
な
ど
を
伝
え
、
活
発
な
意
見
交
換
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
日
に
は
全
県
技
能
組
合
研
修
が

行
わ
れ
、
秋
田
県
庁
出
前
講
座
に
よ
る
﹃
建

築
物
解
体
工
事
に
係
る
事
前
調
査
に
お
け
る

実
務
調
査
に
つ
い
て
﹄
を
受
講
い
た
し
ま
し

た
。
建
築
物
石
綿
含
有
事
前
調
査
に
関
し
て

は
法
改
正
に
よ
り
制
度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
解
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
提
出
書
類
の
こ

と
や
現
場
で
の
石
綿
含
有
物
の
処
分
方
法
な

ど
、
今
後
は
行
政
と
情
報
を
共
有
し
、
徐
々

に
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

十
一
月
七
日
に
は
全
県
技
能
競
技
大
会
を

秋
田
市
向
浜
の
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
、
青
年
の
部
で
は
八
名
の
選
手
が

腕
を
競
い
ま
し
た
。
ま
た
壮
年
の
部
は
オ
ー

プ
ン
参
加
と
し
て
大
館
組
合
の
多
賀
谷
翔
君

が
競
技
課
題
に
挑
戦
い
た
し
ま
し
た
。
二
月

に
は
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
が
福
岡
県
で
開
催
さ

れ
る
た
め
、
今
後
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
の

持
て
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
七
日
に
は
秋
田
県
知
事
に
対
し

ま
し
て
顧
問
の
秋
田
県
議
会
議
員
技
能
議
員

連
盟
柴
田
正
敏
会
長
、
秋
田
建
築
労
働
組
合
、

秋
田
県
技
能
士
会
連
合
会
と
共
に
、
令
和
六

年
度
に
向
け
た
陳
情
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
係
る
建

設
国
保
組
合
へ
の
助
成
、
県
立
技
術
専
門
校

の
活
用
と
建
築
技
能
者
育
成
の
為
の
支
援
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
の
継
続
、
ウ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ス
ト
な
あ
き
た
の
住
ま
い
づ
く
り

促
進
事
業
の
継
続
、
今
年
の
十
月
か
ら
義
務

化
に
な
っ
た
石
綿
調
査
に
関
す
る
支
援
の
お

願
い
な
ど
、
我
々
団
体
の
熱
意
も
伝
わ
り
秋

田
県
知
事
に
は
前
向
き
に
お
話
を
聴
い
て
い

た
だ
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
単
組
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
、
行
政
と
の
協
力
を
図
り
機
会
あ
る

ご
と
に
各
種
要
望
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
国
に
よ
る
新
築
住
宅
や
一
定
基

準
を
満
た
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
す
る

補
助
事
業
が
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
は
是
非
と
も
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
毎
日
の
お
仕
事
に
活
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
県
連
合
会
に
お
い
て

は
秋
田
杉
匠
の
会
が
窓
口
と
な
り
会
員
工
務

店
に
対
す
る
住
宅
の
各
種
補
助
事
業
を
お
手

伝
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
秋
田
杉
匠
の
会

に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
各
種
補
助
事
業
を
利

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
連
合
会
の
最
大
の
事
業
と
し
て

は
、
建
設
国
保
や
一
人
親
方
労
災
保
険
の
加

入
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
加

入
促
進
を
図
り
な
が
ら
会
員
の
増
加
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
辰
年
、
二
〇
二
四

年
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な

り
、
更
な
る
飛
躍
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
建
設
技
能
組
合
連
合
会

会
長

小
坂
　
忠
美

秋
田
県
知
事
へ
各
種
陳
情
を
い
た
し
ま

し
た

令
和
六
年
度
の
民
間
工
事
設
計
労
務
単

価
が
決
ま
り
ま
し
た

　

令
和
六
年
度
に
向
け
た
県
内
建
築
職
人
の
た

め
の
秋
田
県
知
事
へ
の
陳
情
及
び
要
望
は
昨
年

の
十
一
月
十
七
日
（
金
）
に
新
た
に
就
任
と
な

り
ま
し
た
顧
問
秋
田
県
議
会
議
員
技
能
議
員
連

盟
の
柴
田
正
敏
会
長
は
じ
め
関
係
団
体
と
と
も

に
行
い
ま
し
た
。

一
．
特
定
健
診
・
保
健
指
導

に
係
る
国
保
組
合
へ
の

助
成
の
要
望

二
．
建
築
技
能
者
育
成
の
た

め
の
要
望

　
　
急
速
な
高
齢
化
に
と
も

な
う
新
規
学
卒
者
の
採

用
の
た
め
の
公
共
職
業

訓
練
施
設
の
活
用
と
人

材
育
成
の
支
援

三
．
秋
田
県
産
材
の
活
用
拡

大
の
た
め
要
望

　
　「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト

な
あ
き
た
の
住
ま
い
づ
く
り
促
進
事
業
」

継
続
の
お
願
い

四
．
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
の
拡
充
並
び

に
継
続
の
要
望

五
．
職
人
の
賃
金
確
保
の
た
め
、
公
共
設
計
労

務
単
価
の
県
民
へ
の
周
知
の
お
願
い

六
．
建
築
物
の
解
体
工
事
に
係
る
石
綿
含
有
調

査
費
用
の
県
民
へ
の
周
知
並
び
に
資
格
取

得
費
用
補
助
の
お
願
い

　

県
連
合
会
で
は
、
十
月
二
十
七
日
（
金
）
開

催
の
第
三
回
理
事
会
の
「
前
年
度
の
公
共
設
計

労
務
単
価
を
翌
年
度
の
民
間
設
計
労
務
単
価
と

す
る
」
と
い
う
決
定
に
沿
っ
て
、
令
和
六
年
度

の
民
間
工
事
設
計
労
務
単
価
を
三
万
千
九
百
円

／
一
日
と
し
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

令和６年１月１日	 秋田県けんせつぎのうしゃ		 	 （2）



　

コ
ロ
ナ
禍
が

明
け
、
三
年
ぶ

り
の
通
常
開
催

と
な
り
ま
し
た

青
年
対
策
部
・

厚
生
部
共
同
開

催
の
全
県
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
九
月

二
十
四
日
（
日
）

潟
上
市
の
道
の

駅
か
た
が
み

グ
ラ
ン
パ
ス
く

ら
か
け
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場

に
お
い
て
総
勢

六
十
名
の
参
加

に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、

心
地
よ
い
汗
を

か
き
な
が
ら
日
頃
の
運
動
不
足
を

忘
れ
る
ほ
ど
の
は
つ
ら
つ
と
し
た

姿
が
見
ら
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
左
記
の

通
り
と
な
り
ま
し
た
。

団
体
の
部
（
単
組
参
加
者
五
名
以
上
）

優　

勝　

仙
北
南
部　

（
二
三
二
打
）

準
優
勝　

大
内　
　
　

（
二
四
二
打
）

第
三
位　

能
代
山
本　

（
二
六
三
打
）

個
人
の
部

一
位　

石
川
正
男
氏
（
仙
北
南
部
）

二
位　

小
助
川
春
夫
氏
（
大　
　

内
）

三
位　

坂
本
忠
治
氏
（
仙
北
南
部
）

※
詳
し
い
成
績
は
単
組
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

役
員
改
選

と
な
り
ま
し

た
秋
田
県
議

会
議
員
技
能

議
員
連
盟
（
県

議
会
議
員
柴

田
正
敏
会
長

他
四
十
一
名
）

と
の
意
見
交

換
会
は
、
十

月
二
日
（
月
）
に
秋
田
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
県
連
三
役
並

び
に
各
単
組
の
代
表
二
十
七
名
の

参
加
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
小
坂
会
長
か
ら
ウ
ッ
ド

フ
ァ
ー
ス
ト
な
あ
き
た
の
住
ま

い
づ
く
り
促
進
事
業
と
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
の
継
続
、
担

い
手
の
育
成
と
し
て
県
立
技
術
専

門
学
校
の
活
用
と
高
齢
化
に
と
も

な
う
雪
下
ろ
し
に
頼
ら
な
い
住
宅

づ
く
り
の
支
援
な
ど
の
お
願
い
を

し
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
令
和
六
年
度
に
向
け

た
陳
情
に
対
す
る
要
望
の
報
告
と

事
務
局
か
ら
補
足
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
仙
北
南
部
組
合
よ
り
、

県
民
が
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
や
す
く

な
る
様
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

事
業
の
条
件
緩
和
に
よ
る
さ
ら
な

る
継
続
の
お
願
い
を
要
望
し
、
意

見
交
換
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
月
十
五
日
（
日
）、
山
本
郡
三

種
町
森
岳
の
森
岳
温
泉
36
ゴ
ル
フ

場
で
恒
例
と
な
っ
た
全
県
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
は
、
参
加
者
ら
の
地
元

行
事
と
か
さ
な
り
取
引
き
企
業
様

か
ら
の
参
加
人
数
が
減
っ
た
た
め
、

今
年
度
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
多
く
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

　

十
一
月
二
日
（
木
）、
天
然
温

泉
ホ
テ
ル
こ
ま
ち
に
お
い
て
全
県

各
単
組
の
青
年
部
及
び
県
連
合
会

役
員
総
勢
二
十
一
名
の
参
加
に
よ

り
開
催
い
た
し
ま
し
た
全
県
技
能

組
合
研
修
は
、
令
和
二
年
に
開
業

し
た
秋
田
市
御
所
野
の
㈱
角
繁
秋

田
プ
レ
カ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
、
午
後
か
ら
の
講
演
で
は
秋
田

県
庁
出
前
講
座
と
し
て
秋
田
県
生

活
環
境
部
環
境
管
理
課
の
佐
藤
初

紀
氏
よ
り
「
建
築
物
の
解
体
工
事

等
に
係
わ
る
事
前
調
査
及
び
現
場

に
お
け
る
具
体
的
な
実
務
に
つ
い

て
」
の
講
演
を
い
た
だ
き
、
建
築

物
の
解
体
工
事
等
に
お
け
る
事
前

調
査
が
始
ま
っ
た
も
の
の
一
般
の

お
客
様
へ
の
法
改
正
は
ほ
と
ん
ど

周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
調
査
費
用

も
業
者
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
届
出
書
類
も
窓
口
が
各
所
管

毎
に
な
っ
て
い
て
、
事
務
作
業
に

不
慣
れ
な
会
員
に
と
っ
て
は
高
い

ハ
ー
ド
ル
と

な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
講
演
で

は
県
に
対
し
、

処
分
場
の
質
問

や
作
業
手
順
の

進
め
方
な
ど
、

実
務
に
携
わ
っ

て
い
る
会
員
か

ら
は
、
沢
山
の

質
問
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
体
会
で
は
、
県
連
合

会
の
各
部
会
の
事
業
報
告
や
県
な

ど
の
各
種
講
習
会
を
紹
介
し
、
最

後
に
参
加
者
一
人
一
人
か
ら
も
意

見
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
県
連

か
ら
の
会
報
や
各
種
案
内
の
伝
達

方
法
な
ど
電
子
化
を
望
む
声
も
挙

が
り
、
今
年
度
の
研
修
を
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
七
日
（
火
）
県
立
秋
田
技

術
専
門
校
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
全
県
技
能
競

技
大
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
建
築

大
工
青
年
の
部
の
み
の
競
技
と
な
り

ま
し
た
が
、
八
名
の
参
加
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
二
月
に
福

岡
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
技
能
グ
ラ
ン

プ
リ
へ
挑
戦
す
る
た
め
壮
年
の
部
に

一
名
が
オ
ー
プ
ン
参
加
と
い
う
形
で

課
題
に
取
り
組
み
、
大
会
後
の
協
議

の
結
果
、
県
連
合
会
と
し
て
技
能
グ

ラ
ン
プ
リ
出
場
へ
推
薦
を
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
二
級

技
能
検
定
試
験

の
課
題
が
令
和

四
年
度
変
更
に

な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
当
日
は

六
年
度
に
変
更

予
定
の
青
年
の

部
の
課
題
の
試

作
品
も
公
表
さ

れ
、
木
原
技
能

養
成
部
長
の
説

明
に
、
選
手
た

ち
は
真
剣
な
表

情
で
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

大
会
開
催
に

あ
た
り
関
係
各

位
の
皆
様
に
は
、

ご
協
力
い
た
だ

き
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

○
建
築
大
工
青
年
の
部

　

第
一
位

（職）
秋
田
県
建
設
技
能
協
会
会
長
賞

　
　

岩
山
創
羽
氏
（
大　
　

館
）

　
　

㈱
ヤ
ナ
ギ
ヤ

　

第
二
位

　
　

菅
原
尚
樹
氏
（
大　
　

館
）

　
　

㈱
ヤ
ナ
ギ
ヤ

　

第
三
位

　
　

藤
邑　

諒
氏
（
仙
北
北
部
）

　
　

㈱
藤
井
工
務
店

　

県
内
で
は
、
建
築
業
に
関
わ
る

職
人
不
足
が
各
地
域
で
の
除
雪
・

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
大
き
な
影
響

が
出
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
住
宅
を
高
齢
の
建
築

職
人
が
雪
下
ろ
し
を
す
る
と
い
う

状
態
も
増
え
て
お
り
、
暖
冬
に
も

か
か
わ
ら
ず
雪
下
ろ
し
・
除
雪
に

関
す
る
事
故
は
年
々
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

　

建
築
事
業
者
が
業
務
と
し
て
行

う
雪
下
ろ
し
・
除
雪
で
は
、
い
ざ

労
災
事
故
が
起
き
た
場
合
、
事
前

に
業
務
と
し
て
「
雪
下
ろ
し
・
除

雪
を
含
む
」
と
届
出
を
し
て
い
な

け
れ
ば
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。
し
っ
か
り
と
届
出
を
し
た

上
で
注
意
し
て
作
業
を
行
っ
て
下

さ
い
。

安全な雪下ろしは２人以上で必要な準備、確認を忘れずに行いましよう。

第
九
回
全
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

第
九
回
全
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

第
九
回
全
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

ゴ
ル
フ
大
会

ゴ
ル
フ
大
会

秋
田
県
議
会
議
員
技
能
議
員

秋
田
県
議
会
議
員
技
能
議
員

秋
田
県
議
会
議
員
技
能
議
員

連
盟
と
の
意
見
交
換
会

連
盟
と
の
意
見
交
換
会

連
盟
と
の
意
見
交
換
会

第
十
七
回

第
十
七
回

第
十
七
回

全
県
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
中
止

全
県
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
中
止

全
県
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
中
止

第
五
十
六
回

第
五
十
六
回

第
五
十
六
回

　
全
県
技
能
組
合
研
修

　
全
県
技
能
組
合
研
修

　
全
県
技
能
組
合
研
修

第
六
十
回

第
六
十
回

第
六
十
回

　
全
県
技
能
競
技
大
会

　
全
県
技
能
競
技
大
会

　
全
県
技
能
競
技
大
会

雪
下
ろ
し
・
除
雪
に
注
意
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事
務
局
休
業
の
お
知
ら
せ

　

十
二
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
よ
り
一

月
三
日
（
水
）
ま
で
事
務
の
取
扱
い
を
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
通
常
業

務
は
一
月
四
日
（
木
）
よ
り
行
い
ま
す
の

で
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
・
会
場

　
令
和
六
年
二
月
三
日
（
土
）

　
午
前
八
時
三
十
分
～

　（
研
修
時
間
七
．
五
時
間
）

　
県
建
設
技
能
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料
・
定
員

　
会
員 

二
万
八
千
円

　
会
員
以
外 

三
万
六
千
円

●
登
録
期
間

　
更
新
・
新
規
共
に
五
年
間

●
更
新
対
象
者

　
平
成
三
十
年
に
資
格
取
得
し
た
方

●
登
録
先

　

（　）公財
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支

援
セ
ン
タ
ー

※
国
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
に

お
い
て
当
相
談
員
資
格
の
必
要
性
が

非
常
に
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
事
業

所
の
登
録
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
の
需
要
が
多
い
現
状

に
お
い
て
、
皆
様

に
は
多
く
の
資
格

を
取
得
し
て
お
仕

事
の
受
注
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

増
改
築
相
談
員
講
習
会

（
県
建
築
住
宅
課
）

　

秋
田
県
で
は
こ
の
度
の
記
録
的
大
雨
に
よ
る
被
災

住
宅
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
支
援
の
受
付
を
延
長
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
及
び
移
住
・
定
住
世
帯
で
は
、

更
に
在
宅
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
工
事
を

行
っ
た
場
合
、
補
助
が
上
限
二
十
万
円
加
算
さ
れ
支

援
が
充
実
し
て
お
り
ま
す
。

　

①
子
育
て
支
援

　
（
持
ち
家
型
・
中
古
住
宅
購
入
型
）

　

●�

十
八
歳
以
下
の
子
二
人
以
上
と
同
居
し
て
い
る
方

　
　

�

補
助
対
象
工
事
費
の
二
十
％
最
大
四
十
万
円
の

補
助

　

●�

中
古
住
宅
を
購
入
し
、
十
八
歳
以
下
の
子
ど
も

と
同
居
し
て
い
る
方

　
　

�

補
助
対
象
工
事
費
の
三
十
％
最
大
六
十
万
円
の

補
助

　

②
移
住
・
定
住
世
帯

　
（
定
着
回
帰
型
・
中
古
住
宅
購
入
型
）

　

●�

県
外
か
ら
実
家
へ
戻
る
移
住
世
帯
等

　
　

�

補
助
対
象
工
事
費
の
二
十
％
最
大
四
十
万
円
の

補
助

　

●�

県
外
か
ら
の
移
住
し
、
中
古
住
宅
を
購
入
す
る

世
帯
の
方

　
　

�

補
助
対
象
工
事
費
の
三
十
％
最
大
六
十
万
円
の

補
助

　

③
断
熱
改
修

　
　

�

持
ち
家
の
断
熱
改
修
工
事

　
　

�

補
助
対
象
工
事
費
の
十
％
最
大
八
万
円
の
補
助

　

④
災
害
復
旧

　

●�

受
付
期
間
令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
令

和
六
年
三
月
十
五
日
に
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

�

対
象
工
事
の
確
認
は
罹
災
証
明
書
以
外
の
市
町

村
が
交
付
す
る
被
災
に
関
す
る
証
明
書
と
被
害

状
況
が
わ
か
る
写
真
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

●�

半
壊
ま
た
は
床
上
浸
水
以
上
の
住
宅

　
　

補
助
対
象
工
事
費
の
十
％
最
大
八
万
円
の
補
助

※�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
の
補
助
金
の
申
請

は
、一
つ
の
住
宅
に
つ
き
原
則
一
回
限
り
で
す
が
、

子
育
て
世
帯
及
び
移
住
定
住
世
帯
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
を
利
用
し
た

方
は
、
補
助
金
の
上
限
に
達
す
る
ま
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

�

ま
た
、
各
市
町
村
に
よ
っ
て
は
県
の
補
助
と
の
併

用
も
引
き
続
き
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
県
建
築
住
宅
課
）

　

●
対
象
住
宅

　
　

�

昭
和
五
十
六
年
以
前
に
建
て
た
木
造
戸
建
て
住
宅

　

●
申
込
み
先

　
　

住
宅
の
あ
る
市
町
村
窓
口

　

●
支
援
内
容

　
　

耐
震
診
断　

自
己
負
担
一
万
円
・

　
　

耐
震
改
修
補
助　

三
十
万
円
か
ら

※�

各
市
町
村
に
よ
っ
て
制
度
や
要
件
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
県
林
業
木
材
産
業
課
）

　

①
県
産
材
を
利
用
し
た
住
宅
の
取
組
み

　

●
グ
ル
ー
プ
の
共
通
ル
ー
ル

　

ａ
．
通
常
枠
・
十
五
万
円
（
三
八
〇
戸
）

　
　
　

�

構
造
材
、
下
地
材
の
利
用
率
原
則
、
七
十
％

以
上

　
　

・�

令
和
五
年
四
月
一
日
～
令
和
六
年
二
月

二
十
八
日

　
　
　
（
利
用
率
七
十
％
以
上
）

　
　

・
令
和
五
年
の
三
月
一
日
～
三
月
三
十
一
日

　
　
　
（
利
用
率
六
十
六
％
以
上
）

※�
た
だ
し
、
完
成
時
期
に
よ
っ
て
対
象
と
な
る
利
用

率
が
異
な
り
ま
す
。

　

ｂ
．
フ
ル
活
用
枠
・
二
十
万
円
（
二
十
戸
）

　
　
　

�
主
要
構
造
材
の
梁
、
桁
、
柱
に
県
産
材
を
使

用
す
る
こ
と

　
　

・�

令
和
五
年
四
月
一
日
～
令
和
六
年
二
月

二
十
八
日

　
　
　
（
利
用
率
八
十
五
％
以
上
）

※�

そ
の
他
に
内
装
材
や
造
作
や
薪
ス
ト
ー
ブ
の
設
置

な
ど
、
秋
田
ら
し
い
「
木
づ
か
い
」
へ
の
取
組
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

②�

住
宅
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
対
す
る
グ
ル
ー
プ
補
助

　
　

十
五
万
円
（
十
七
グ
ル
ー
プ
）

※��

各
工
務
店
の
申
請
に
は
県
連
合
会
の
秋
田
杉
匠
の

会
（
工
務
店
グ
ル
ー
プ
）
へ
参
加
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

�

詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

　　 　 秋田県住宅関連各種補助事業令和５年度

ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
な
あ
き
た
の
住
ま
い
づ
く

り
促
進
事
業
（
県
内
版
）

問
い
合
わ
せ
先

　

県
建
築
住
宅
課

　

〇
一
八
（
八
六
〇
）
二
五
六
一

　

県
林
業
木
材
産
業
課　
　
　

　

〇
一
八
（
八
六
〇
）
一
九
一
五

耐
震
化
・
耐
震
改
修
普
及
に
対
す
る
支
援
事
業

 

 

 

 

2023 年の後継事業として、2024年も大規模補助金が発表されました 

高断熱窓の改修に最大 200 万円補助・併用すれば 260 万円 
※詳しくは、専用ホームページ ナビダイヤルへ 
 お問い合わせ下さい 

令和６年１月１日	 秋田県けんせつぎのうしゃ	 　	 	 （4）


